
中津市の財政推計

◆財政推計 （単位：百万円）

R4
(決算額)

（1）市税・交付税・臨財債 23,233 23,243 23,069 23,074 23,193 22,947 23,069
（2）国県支出金 13,674 13,439 11,045 11,326 11,262 11,291 11,266
（3）起債（通常債） 3,192 4,409 3,174 3,148 3,193 3,135 3,135
（4）繰越金 1,387 1,052 0 0 0 0 0
（5）その他収入 5,757 6,411 5,545 5,569 5,555 5,364 5,324

      うち基金繰入金 728 1,575 657 637 566 378 358

47,243 48,554 42,833 43,117 43,203 42,737 42,794
（1）義務的経費 23,502 22,833 22,867 22,655 22,869 22,371 22,549

①人件費 7,656 7,459 7,873 7,522 7,886 7,564 7,804
　　　うち職員給与費等 4,496 4,743 4,848 4,846 4,891 4,924 4,932

　　　うち退職手当 634 68 385 31 400 59 314

②扶助費 11,129 10,664 10,717 11,044 11,062 11,084 11,069
③公債費 4,717 4,710 4,277 4,089 3,921 3,723 3,676
　　　うち元金 4,617 4,608 4,153 3,946 3,756 3,537 3,471

（2）投資的経費 5,365 8,561 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000
①普通建設事業費 4,906 5,739 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000
②災害復旧費 459 2,822 0 0 0 0 0

（3）その他経費 16,381 17,412 15,261 15,494 15,668 15,708 15,748

45,248 48,806 43,128 43,149 43,537 43,079 43,297

1,995 △ 252 △ 295 △ 32 △ 334 △ 342 △ 503

◆財政調整基金

△ 376 △ 104 △ 295 △ 32 △ 334 △ 342 △ 503

10 13 15 14 14 13 12

1,300 900 0 0 0 0 0

4,543 5,352 5,072 5,054 4,734 4,405 3,914

◆起債残高

3,568 4,571 3,289 3,263 3,308 3,250 3,250

4,617 4,608 4,153 3,946 3,756 3,537 3,471

38,695 38,658 37,794 37,111 36,663 36,376 36,155

1,049 37 864 683 448 287 221

◆主要基金の状況

R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

△ 2 △ 148 0 0 0 0 0

積立金 2 2 2 2 2 2 2

現在高 1,071 925 927 929 931 933 935

△ 308 △ 300 △ 300 △ 300 △ 220 0

積立金 3 2 2 1 0 0

現在高 1,115 817 519 220 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

積立金 0 0 0 0 0 0 0

現在高 0 0 0 0 0 0 0

財政推計の方法

中津市の財政状況の見通しについて、コロナ禍や物価高騰の影響、今後の社会情勢の変化、決算状況等を考慮し見直しを行いました。

区　　　　分 R5 R6 R7 R8 R9 R10

歳
　
入

計

歳
　
出

計

収支（歳入―歳出）

取崩額

利子積立金

前年度決算剰余金

財政調整基金現在高

起債借入額

償還額（元金）

起債現在高

プライマリーバランス

区　　　分

減債基金

地域振興基金

退職手当基金

歳
　
入

（1）市税・交付税・
　　　臨財債等

・一般財源総額は内閣府「中長期の経済財政に関する試算」のベースラインケースを参考に試算
・骨太の方針より、令和6年度まで一般財源総額を確保。令和7年度以降も同水準を維持。

（2）国県支出金 ・扶助費などの歳出の増減に連動

（3）起債（通常債）
・建設事業債は毎年度30億円発行により推計
・過疎債はハードとソフトを含めて毎年度7億円程度発行により推計

（4）基金等繰入金 ・地域振興基金を毎年度3億円繰入れ

歳
　
出

（1）①人件費
・推計期間中の採用方針は原則退職数を２年度ごとに平準化して補充、給与額の新陳代謝を反映
・退職手当は定年延長制度に基づき隔年で支出

（2）②扶助費 ・障がい福祉扶助費（事業所増設・定員増加）の伸率、衛生費及び児童措置費等の増減を反映

（3）投資的経費
・R６以降５0億円で推計
・投資一般財源7億円程度で試算

（4）その他経費
・特別会計繰出金は、社会保障費関係（後期高齢者医療事業、介護保険事業）の増額を反映
・その他特別会計は所要の繰出金額を計上
・物件費、維持補修費、補助費等は今後の所要額見込みを計上


